
          平成１７年１２月１６日 

 

 

野岩鉄道・会津鬼怒川線内の一部駅名の変更と 

会津鬼怒川線の愛称「ほっとスパ・ライン」について 
 

野岩鉄道株式会社 

 

 当社は昭和６１年１０月の開業以来、沿線住民の生活路線として、また会津地方と首都圏

を結ぶ鉄道として、観光を主体としたネットワークを形成し、福島・栃木両県の地域振興や

活性化等にその役割を果たしております。 

 今般、次期ダイヤ改正時より、関係自治体・自治会等のご理解を得ての駅名変更と当社線

に愛称を付することにいたしました。 

 

① 温泉志向の時代にあって、当社沿線の多くの温泉資源（鬼怒川・川治・川俣・湯西川・

塩原・湯ノ花・木賊・檜枝岐等）に着目し、この温泉資源を全国に宣伝・情報発信するた

め、また、本州最大の高層湿原としての「尾瀬」について会津高原駅からのルートである

ことの知名度向上と、会津鬼怒川線全体のイメージアップを図るとともに、一層の誘客に

結びつけるため、３駅の駅名を変更することといたしました。 

② 同時に、温泉に恵まれた地域を走る路線であることを広くＰＲするため、会津鬼怒川線

の愛称を「ほっとスパ・ライン」と名付けることにいたしました。正式な名称は会津鬼怒

川線ですが、時刻表・宣伝等の各種媒体において路線名「会津鬼怒川線」に併せて「ほっ

とスパ・ライン」と記載いたします。 

③ 実施時期は、平成１８年３月１８日からのダイヤ改正時といたします。 

 

詳細は別紙のとおりです。 

 

会津鬼怒川線（ほっとスパ・ライン）は、温泉・自然・歴史に恵まれた地域を走る路線で

す。本年３月１日からは東武鬼怒川温泉駅とＪＲ会津若松駅（一部は喜多方駅まで）を結ぶ

「ＡＩＺＵマウントエクスプレス号」の運転開始により、東武鉄道・会津鉄道との直通運転

がよりスムーズとなりましたので、多くのお客様に会津鬼怒川線（ほっとスパ・ライン）の

列車たびをお楽しみください。 

 

以上 



（別紙） 

１ 会津鬼怒川線内の駅名変更概要 

現行駅名 変更後の駅名 位置・備考 

中三依 

（なかみより） 

（NAKAMIYORI） 

中三依温泉 

（なかみよりおんせん） 

（NAKAMIYORI-ONSEN） 

栃木県塩谷郡藤原町 

大字中三依字君山棒地 378-2 

 

日帰り入浴施設「男鹿の湯」を

はじめ地域内に温泉が点在 

上三依塩原 

（かみみよりしおばら） 

（KAMIMIYORI-SHIOBARA） 

上三依塩原温泉口 

（かみみよりしおばらおんせんぐち） 

（KAMIMIYORI-SHIOBARA-ONSENGUCHI） 

栃木県塩谷郡藤原町 

大字三依字田代山 804 

 

塩原温泉郷への入口（那須塩原市営

バスで約 20分） 

会津高原 

（あいづこうげん） 

（AIZU-KO
-

GEN） 

会津高原尾瀬口 

（あいづこうげんおぜぐち） 

（AIZU-KO
-

GEN-OZEGUCHI） 

福島県南会津郡田島町 

大字滝原字羽根子 1052-4 

 

尾瀬沼山峠への玄関口（会津バ

スで約 120分） 

   注）駅名は上段から 漢字表記・かな表記・ローマ字表記 の順です。 

 

２ 会津鬼怒川線の愛称使用について 

  時刻表類、宣伝媒体等に線名「会津鬼怒川線」を記載する際、愛称「ほっとスパ・ライ

ン」とします。 

 

３ 実施日 

  平成１８年３月１８日から 

 

備考： 

会津鬼怒川線 

営業区間：新藤原（栃木県塩谷郡藤原町）～会津高原（福島県南会津郡田島町）３０．７ｋｍ 

開業：昭和６１年１０月９日 

  過去の駅名変更：昭和６３年１０月１９日「下野上三依」→「上三依塩原」 

 

以上  


